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考え方
・「先生の背中を見て育つ」

手取り足取りは間違い

・「器用な奴（だけ）が上達する」

能力、資質の見極め(人選）が大事

・評価に基づいた処遇
インセンティブ



の研究員

１）出向（ＮＴＴ，ＫＤＤＩ，ＮＨＫ，ＮＩＣＴ・・）

２）採用
（国内：元ＡＴＲ研究員の推薦）
（国外：同上、トレーニ－）

３）受入
（株主、パートナー、共同研究・・・）



ＡＴＲでの研究員の受入
受入元：株主、パートナー、共同研究・・・

１）研究者として実績・能力が充分な人：
報酬を支払い

２）充分でない人：
弁当持ち

３）トレーニ－：

訓練費収受



人材養成の場に必要な条件：

１）指導者
立派な背中を持っている人

２）環境
世界のトップを争っている場

３）評価
信賞必罰



養成を委託する側に求められること：

１）ニーズの明確化
（要求条件）

２）人選
（能力・資質・適性の見極め）

３）養成後の出口
(養成後の活用法、環境）



人材育成の実績

• 連携大学院:京大、奈良先端大等約３０校、

延べ５０名以上が従事

• ＡＴＲの研究によるＯＪＴ

国内：京大、阪大等約２０校

博士２０名、修士以下３０名以上

国外：米、加、仏、独等約１５か国

博士１０名、修士以下２０～３０名
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